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9
月
14
日
、
明
科
総
合
支
所
と
明
科

公
民
館
の
複
合
施
設
の
完
成
を
３
０
０

人
の
市
民
が
祝
う
な
か
、
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。宮

沢
市
長
は
、「
待
望
の
複
合
施
設

が
完
成
し
、

市

民

の

よ

り
ど
こ
ろ
と

も
な
り
、
ま

た

災

害

時

の
、
緊
急
避

難
場
所
と
も

な
る
。」と
述

べ
、
ま
た
明

科
地
域
区
長

会
会
長
の
大

石
昭
明
さ
ん

も
「
区
民
の

日
常
生
活
に

役
立
て
ら
れ

る
館
が
完
成

し
、
い
っ
そ

う
区
活
動
の

発
展
に
尽
く

し
て
行
き
た

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、〝
明
科
い
い
ま

ち
つ
く
ろ
う
か
い
〟
で
は
、
朝
早
く
か

ら
調
理
を
は
じ
め
、
赤
飯
を
振
舞
い
ま

し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
明
科
中
学

校
と
、
明
科
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
の

演
奏
が
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組

〝
あ
ま
ち
ゃ
ん
〟
の
主
題
歌
な
ど
を
軽

快
に
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
コ
ー
ラ
ス
や
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
、
詩
吟
な
ど
日
頃
の
グ
ル
ー
プ
活
動

の
成
果
も
、
こ
の
日
の
た
め
に
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

堀
金
公
民
館
は
、
6
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
農
業
体
験
講
座
を
下
堀
地
区
、

田
甫
集
会
所
の
専
用
地
で
開
催
し
て
い

る
。
受
講
生
6
人
が
農
業
経
営
者
の
浅

川
利
夫
さ
ん
を
講
師
に
野
菜
作
り
を
始

め
た
。

「
長
ネ
ギ
」「
黒
豆
」「
白
菜
」
を
育

成
中
で
、「
長
ネ
ギ
」
は
「
松
本
一
本

ネ
ギ
」
を
植
え
、
苦
土
石
灰
を
使
っ
た

土
作
り
か
ら
元
肥
の
準
備
を
習
い
「
畝

た
て
」「
植
え
溝
作
り
」
を
し
て
苗
を

植
え
た
。

ひ
と
月
ほ
ど
で
成
長
し
た
ネ
ギ
を

「
植
え
替
え
」「
穂
先
の
切
り
取
り
」「
据

え
置
き
」
の
実
験
も
実
施
し
て
い
る
。

成
長
し
た
ネ
ギ
の
大
き
さ
や
味
、
硬
さ

柔
ら
か
さ
な
ど
を
食
べ
比
べ
て
み
る
予

定
を
し
て
い
る
。

「
白
菜
」
は
マ
ル
チ
を
敷
い
て
苗
を

植
え
、「
黒
豆
」
は
「
信
濃
黒
」
と
「
丹

波
の
黒
豆
」
を
育
成
し
て
、
緑
の
実
が

膨
ら
ん
だ
9
月
に
は
、
一
部
取
り
入
れ

を
し
て
ゆ
で
豆
を
味
わ
っ
た
。

途
中
で
真
夏
の
猛
暑
の
中
、
旺
盛

な
雑
草
の
駆

除
を
し
な
が

ら
、
晩
秋
か

ら
初
冬
の
収

穫
を
楽
し
み

に
農
作
業
の

実
習
を
続
け

て
い
る
。

（
山
楽
子
）

明
科
総
合
支
所
・
明
科
公
民
館

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

萬　人　壱　首

　
　
～
短
歌
～

大
い
な
る
真
ま
こ
と

の
道
は
今
こ
こ
に

　　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
た
な
日
本	

柏
　
原
　
竹
内
　
香
代
子

	

ト
ラ
ク
タ
ー
卒
寿
の
夫
が
乗
り
行
く
を

　　

送
り
出
す
の
は
米
寿
の
わ
た
し	

住
　
吉
　
児
嶋
　
た
か
の

	

裏
庭
に
落
ち
葉
ま
ろ
び
て
敷
き
積
も
り

　　

い
よ
よ
秋
の
日
深
み
増
し
来
ぬ	

明
　
科
　
寺
嶋
　
範

	

電
線
の
間
に
張
ら
れ
し
蜘く

も蛛
の
糸

　　

秋
の
夕
陽
に
光
り
織
り
な
す	

明
　
科
　
平
出
　
信
子

	

城
山
の
日
陰
の
畑
に
育
つ
葱ね
ぎ

　　　　　

長
き
葉
先
の
揃そ
ろ

い
て
陽
に
向
く	

明
　
科
　
加
々
美
　
典
子
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第 30回
ハーモニックコンサート

文化講座「穂高の歴史、
文化と水郷を巡る」

体験活動が
子どもの心を育てる

公
民
館
の

　
ロ
ビ
ー
に
て

料
理
教
室
で

　
　
　
腕
磨
き

10
月
5
日
の
夜
、
豊
科
公
民

館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
徳
永

二
男
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

と
林
絵
里
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
の

素
晴
ら
し
い
共
演
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
15
曲
の
演
奏
後
、
鳴
り
止
ま

な
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
3
曲

の
ア
ン
コ
ー
ル
。
最
後
は
モ
ン

テ
ィ
の
チ

ャ
ル
ダ
ッ

シ
ュ
、
満

員
の
観
客

は
芸
術
の

秋
を
満
喫

し
た
。

9
月
７
日
、
文
化
講
座
「
穂

高
の
歴
史
、
文
化
と
水
郷
を
巡

る
」
が
穂
高
公
民
館
主
催
で
開

か
れ
、
20
人
が
参
加
し
た
。
佐

伯
治
海
さ
ん
を
講
師
役
に
、
午

前
9
時
す
ぎ
に
同
公
民
館
を
出

発
し
、
保
高
宿
・
等
々
力
家
・

東
光
寺
・
早
春
賦
歌
碑
・
穂
高

公
園
を
徒
歩
で
巡
っ
た
。

保
高
宿
で
漆し

っ
く
い喰
の
見
世
蔵
や

街
道
沿
い
を
見
学
し
、
長
屋
門

（
安
曇
野
市
有
形
文
化
財
）
を
持

つ
江
戸
期「
御
本
陣
」等
々
力
家

で
の
詳
し
い
解
説
を
堪
能
し
、
早

春
賦
歌
碑
前
で
は
オ
ル
ゴ
ー
ル

に
合
わ
せ
て
皆
で
合
唱
し
た
。

三
郷
公
民
館
は
、
9
月
20
・
27

日
の
両
日
、
同
館
で
調
理
師
の
高
橋
清
美

さ
ん
を
講
師
に
料
理
教
室
を
開
き
14
人
が

出
席
し
た
。

第
１
回
は
、
総
材
料
費
３
０
０
円
の
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
予
算
で
「
夏
野
菜
の
ブ
イ

ヤ
ベ
ー
ス
」「
レ
タ
ス
た
っ
ぷ
り
ヘ
ル
シ
ー

チ
ャ
ー
ハ
ン
」「
ゆ
で
豚
の
薬
味
か
け
」
の

3
品
に
挑
戦
し
た
。

彩
り
鮮
や
か
に
盛
り
付
け
た
ブ
イ
ヤ
ベ

ー
ス
は
、
今
ど
き
旬
な
話
題
の
「
お
も
て

な
し
料
理
」
に
も
で
き
る
豪
華
な
一
品
と

な
っ
た
。

堀
金
公
民
館
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
家
庭
教
育
講
演
会
実
行
委
員

会
は
、
こ
の
ほ
ど
平
野
吉
直
信

州
大
学
教
授
を
招
い
て
、
同
講

演
会
を
開
き
２
０
０
人
余
り
が

出
席
し
た
。「
体
験
活
動
が
子

ど
も
の
心
を
育
て
る
」
と
題
し
、

「
人
と
の
交
流
や
自
然
と
の
触

れ
合
い
が
子
ど
も
の
生
き
る
力

を
向
上
さ
せ
る
」
と
話
し
た
。

明
科
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
の

一
角
に
あ
る
掲
示
板
に
、
明
科
短
歌
会

と
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
作
品
が
展

示
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

足
を
止
め
て
絵
手
紙
に
見
入
っ
て
い

る
市
民
も
、「
日
常
生
活
の
姿
が
、
絵
を

通
し
て
人
柄

を
も
一
緒
に
感

じ
さ
せ
て
く

れ
る
」
と
感

想
を
述
べ
て

い
た
。

　
絵
：
加
々
美
　
豊

草
花
：
チ
カ
ラ
シ
バ

芸術の秋を満喫

保高宿「漆喰の見世蔵」前にて

彩り鮮やか、3 品に挑戦

真剣に聴く参加者

展示されている絵手紙

⑪
豊
科
銀
座

豊
科
成
相
商
店
街
は
、
昭
和
30
年
代

当
時
、
南
安
曇
郡
内
で
は
最
大
の
繁
華

街
を
形
成
し
、『
豊
科
銀
座
』
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
隣
接
す
る
新
田
中
町
、
成

相
上
町
に
集
中
し
た
商
店
は
、『
郡
都
』

豊
科
の
繁
栄
を
も
表
し
て
い
た
。
当
時

の
様
子
を
豊
科
出
身
の
詩
人
、
藤
森
秀

夫
は
詩
「
お
国
訛
」（
詩
集
『
風
と
鳥
』

所
収
、
昭
和
33
年
刊
）
で
次
の
よ
う
に

生
き
生
き
と
描
写
し
て
い
る
。

農
学
校
生
徒
が
改
装
の
銀
行
前
に
今

年
も
並
立
て
た
そ
れ
は
農
作
物
、桃
、

お
花
。

電
蓄
で
で
か
い
宣
伝
、
う
ろ
た
え
橋

へ
ん
に
若
い
衆
の
手
踊
、
又
女
男
。

糸
魚
川
街
道
は
人
で
埋
ま
り
、バ
ス
、

ハ
イ
ヤ
ー
の
通
行
も
危
な
い
。

巡
査
は
あ
せ
だ
く
。

万
一
（
註
：
食
堂
名
）
は
満
員
、
履

物
屋
の
二
階
は
新
宿
式
喫
茶
部

新
様
の
七
夕
竹
が
商
店
軒
な
み
ペ
ラ

ヘ
ナ
ペ
ラ
ヘ
ナ

在
（
註
：
近
郊
の
村
々
）
か
ら
も
た

ン
と
よ
っ
て
た
か
っ
て
き
た
。（
中
略
）

昔
の
い
ろ
ま
ち
じ
ゃ
今
夜
は
三
味
の

音
も
す
る
。

当
時
の
『
豊
科
銀
座
』
に
は
、
商
店

が
密
集
し
て
い
て
売
り
出
し
に
は
町
内

や
周
辺
農
村
部
か
ら
、
歩
行
者
天
国
並

み
の
集
客
が
あ
っ
た
。
各
種
商
店
、
飲

食
店
だ
け
で
な
く
、飲
み
屋
街
や
花
街
、

娯
楽
施
設
も
栄
え
て
い
た
。
そ
の
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
次
の
4
つ
。

①
町
村
合
併
に
よ
り
人
の
流
入
が
増

え
た
（
昭
和
の
大
合
併
）

②
バ
ス
路
線
が
豊
科
銀
座
と
周
辺
農

村
部
を
結
ん
で
い
た
（
自
家
用
車
は
普

及
し
て
い
な
い
）

③
地
方
事
務
所
な
ど
出
先
機
関
が
多

く
、
来
町
者
が
多
か
っ
た

④
積
極
的
に
工
場
誘
致
に
取
り
組

み
、
人
口
が
増
え
た

昭
和
50
年
代
を
迎
え
、
松
本
近
郊
の

大
型
店
出
店
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
マ
イ

カ
ー
世
帯
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
が
重
宝
が
ら
れ
、
商
店
は
影
響
を

受
け
て
い
っ
た
。
平
成
に
入
る
と
、
地

元
豊
科
の
買
い
物
客
の
半
数
以
上
が
町

外
へ
流
出
し
て
い
た
。
こ
の
頃
、
第
一

種
大
型
店
豊
科
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
現
在
の
イ
オ
ン
）
構
想
が
持
ち

上
が
り
、
高
級
志
向
が
特
色
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
出
来
る
店
舗

が
開
店
し
た
。
次
々
と
大
型
店
や
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
が
出
来
て
、
豊

科
の
商
業
売
上
は
回
復
し
た
が
商
店
街

に
は
客
足
が
遠
の
く
原
因
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

時
期
を
同
じ
く
豊
科
近
代
美
術
館
の

開
館
に
協
賛
し
て
、
各
商
店
の
素
敵
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の
看
板
が
取
り
付
け
ら

れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
こ
だ
わ
っ
た
デ
ザ
イ

ン
、
見
て
歩
く
と
楽
し
い
こ
と
こ
の
上

な
い
。
豊
科
駅
前
か
ら
新
田
交
差
点
の

間
、看
板
巡
り
を
し
て
み
て
は
い
か
が
。

（
参
考
：
豊
科
町
史
）

古
き
を
尋
ね
て

　
和
紙
に
墨
で
書
か
れ
た
古
い
書

き
物（
古
文
書
）は
、
昔
庄
屋
や
村

役
人
を
し
て
い
た
旧
家
の
土
蔵
や

戸
棚
の
奥
深
く
に
大
事
に
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
地
域
の

歴
史
、
庶
民
の
生
活
等
を
解
明
す

る
上
で
大
変
貴
重
な
史
料
で
す
が
、

現
在
散
逸
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
「
古
文
書
調
査
委
員
会
」

（
穂
高
古
文
書
勉
強
会
・
運
営
委
員
12

人
）
は
市
教
育
委
員
会
の
委
嘱
を
請
け

て
、
毎
週
金
曜
日
の
午
後
、
市
内
の
所

蔵
家
の
古
文
書
を
整
理
し
目
録
作
成
の

た
め
の
地
道
な
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
活
動
は
、
平
成
4
年
頃
の

「
等
々
力
区
・
望
月
家
文
書
」
が
最
初

で
、
以
来
井
口
家
、
東ひ

が
し
お
お
ほ
う
り

大
祝
家
、
牛ご

り
ゅ
う龍

家
、
藤
森
家
等
々
、
十
家
に
余
る
目
録

が
出
来
、
現
在
「
潮
神
明
宮
文
書
」
の

整
理
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
難
解

な
崩
し
字
の
解
読
に
苦
労
し
な
が
ら
、

古
文
書
の
価
値
や
史
料
の
保
存
と
利
用

の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

私は一生懸命私は一生懸命

古
文
書
の
解
読
に
取
り
組
む
井
口
誠
司

さ
ん
（
古
文
書
調
査
委
員
会
　
会
長
）



　
七
日
市
場
地
区
は
、
戸
数
４
４
４

戸
（
4
月
1
日
現
在
）
人
口
１
７
１
６

人
（
9
月
30
日
現
在
）
で
、
三
郷
地
域

14
地
区
の
中
で
3
番
目
に
多
い
地
区
で

す
。
毎
年
定
例
の
公
民
館
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
人
口
増
加
と
共
に
地
区

住
民
の
公
民
館
活
動
に
対
す
る
関
心
と

交
流
は
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
区
公
民
館
で
は
、
住
民
へ
の
情
報

提
供
を
目
的
に
年
3
回
公
民
館
報
「
ふ

れ
あ
い
な
の
か
い
ち
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、発
行
回
数
が
少
な
く
、

紙
面
も
限
定
さ
れ
る
た
め
情
報
の
タ
イ

ム
ラ
グ
が
大
き
く
、
情
報
量
や
質
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
地
区
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
公
民
館

報
の
あ
り
方
」
を
検
討
す
る
た
め
、
昨

年
10
月
に
全
戸
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

高
齢
者
層
に
は
現
行
の
公
民
館
報
に
対

す
る
期
待
が
大
き
く
、
若
年
層
で
は
あ

ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、

回
答
者
の
63
％
が
何
ら
か
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
有
し
て
い
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
参
考
に
し

て
、
高
齢
者
層
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る

従
来
の
公
民
館
報
は
継
続
し
な
が
ら
、

地
区
住
民
に
対
す
る
情
報
提
供
と
同
時

に
、
住
民
間
の
交
流
の
場
と
し
て
「
公

民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
本
年
6
月
１

日
に
開
設
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
公
民
館
役

員
有
志
が
立
上
げ
、有
料
サ
ー
バ
ー（
年

間
３
６
０
０
円
）
を
利
用
し
、
運
営
は

公
民
館
報
編
集
委
員
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

動
画
を
含
む
画
像
な
ど
の
地
区
公
民
館

行
事
の
情
報
や
、
カ
ラ
ー
版
の
公
民
館

報
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
コ

メ
ン
ト
欄
を
通
じ
て
情
報
の
双
方
向
性

も
持
た
せ
ま
し
た
。

開
設
か
ら
今
日
ま
で
に
約
１
５
０
０

回
の
コ
ン
テ
ン
ツ
閲
覧
が
あ
り
、
特
に

行
事
後
の
数
日
間
は
多
く
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
コ
ン
テ

ン
ツ
内
容
を
充
実
さ
せ
、
他
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
組
織
と
協
力
し
て
、
地
区

の
公
民
館
活
動
の
み
な
ら
ず
安
曇
野
市

民
の
情
報
交
流
の
場
と
し
て
、
活
用
で

き
る
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
七
日
市
場
地
区
公
民
館
主
事
　
松

尾
　
学
）

あ
や
め
ク
ラ
ブ

「
85
歳
元
気
は
つ
ら
つ
」

旧
明
科
町
公
民
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

と
し
て
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
に
発

足
し
て
27
年
に
な
る
。
安
曇
野
市
に
な

っ
て
か
ら
は
「
あ
や
め
ク
ラ
ブ
」
と
名

前
も
改
め
た
。
指
導
し
て
い
る
須
山
芙

美
子
（
75
）
さ
ん
は
、
明
科
体
協
ス
ポ

ー
ツ
指
導
員
で
今
も
指
導
を
続
け
て
い

る
。
40
人
で
始
ま
り
現
在
は
17
人
が
在

籍
し
て
い
る
。
和
気
あ
い
あ
い
の
な
か

に
、
は
つ
ら
つ
さ
が
満
ち
溢
れ
て
い
る

ク
ラ
ブ
だ
。

毎
週
木
曜
日
の
午
前
９
時
半
か
ら
11

時
ま
で
、休
憩
を
と
り
な
が
ら
、無
理
を

せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
体
を
動
か
し
て
い

く
。〝
気
〟
で
体
を
ゆ
っ
く
り
動
か
し

て
い
く
太
極
拳
と
共
通
し
て
い
る
。

須
山
さ
ん
は
「
加
齢
で
衰
え
て
い
く

筋
肉
を
維
持
す
る
た
め
に
、
腰
痛
や
肩

こ
り
の
予
防
の
た
め
に
、
こ
の
体
操
は

効
果
が
あ
る
」
と
話
す
。
最
高
齢
の
関

く
に
子
さ
ん
は
85
歳
に
な
る
が
、「
体

操
を
は
じ
め
て
15
年
間
、
医
者
と
は
無

縁
に
な
っ
た
」
と
話
す
。
坂
井
た
け
子

さ
ん
（
76
）
も
そ
の
一
人
。
知
人
の
す

す
め
で
入
っ
て
か
ら
10
年
以
上
に
な
る

が
無
欠
勤
を
続
け
て
い
る
。「
運
動
し

た
あ
と
は
爽
快
そ
の
も
の
で
気
分
が
い

い
で
す
」
と
話
す
。
60
歳
か
ら
85
歳
ま

で
の
会
員
の
動
き
に
若
さ
が
あ
る
。

会
費
は
安
曇
野
市
に
な
っ
て
か
ら
年

会
費
３
０
０
０
円
。
公
民
館
を
主
会
場

に
し
て
い
る
の
で
、
通
い
や
す
さ
が
あ

る
。い
つ
で
も
気
楽
に
声
を
か
け
て
と
、

会
員
募
集
を
し
て
い
る
。
男
性
会
員
大

歓
迎
！
問
合
せ
明
科
公
民
館
☎
62
・
４

６
０
５
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地
区
公
民
館
だ
よ
り

三
郷
地
域

七
日
市
場
地
区
公
民
館

地
区
公
民
館
の
状
況

http://nanokaichiba.wakwak.
info/wordpress/

グ
ル
ー
プ
紹
介

▼
10
月
6
日
の
選
挙
で
市
長
・

市
議
会
議
員
が
決
ま
っ
た
。
共
通

し
て
い
る
公
約
は〝
安
曇
野
市
の
発
展
〟

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
政
策
で
具
体
化

し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
事
に
な

る
の
だ
が
、個
性
的
な
発
想
を
持
つ〝
ま

ち
づ
く
り
〟
実
現
に
期
待
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
▼
30
年
以
上
も
前

に
は
10
月
の
声
を
聞
く
と
、
こ
た
つ
が

ほ
し
く
な
る
季
節
の
変
わ
り
目
を
強
く

意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
。
最
近
は
秋
の

味
覚
が
店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
に
、
半

袖
の
日
常
生
活
だ
。
人
類
の
文
明
は
高

度
に
発
展
し
て
き
て
い
る
が
、
自
然
の

力
を
無
視
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

気
象
の
最
近
の
荒
れ
方
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
大
き
い
。

Ｙ
・
Ｕ

欅


